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1.1 3次元地質・地盤モデル継承シートの構成

3次元地質・地盤モデル継承シートは、モデルの管理情報・属性情報に加え、モデルの根
拠となる地質調査の品質情報、モデルのアルゴリズムや妥当性、照査・引継に至る情報を
記録するワークシートである。3次元地質・地盤モデルのトレーサビリティを確保し、独り歩き
を抑止する一つの手段として3次元地質・地盤モデル継承シートを提案する。
3次元地質・地盤モデル継承シートに記録する対象を下表に示す。

項目
番号 項目 記録内容 技術マニュアル※1における

関連章節および参考資料

1 管理情報シート 対象事業と事業段階毎の管理情報 「7.5 属性情報」

2 属性情報記録シート 3次元モデルの形状情報と属性情報 「7.5 属性情報」

3 品質情報記録シート 地質調査情報の種類と数量 「5.1 品質管理の着目点」

4 地質調査性能基準記録シート 地質調査性能基準 「3.7 モデルの信頼性」

5 準3次元図面チェックシート 準3次元図面の品質確認 「5.4 図面データ等の品質」

6 モデリング記録シート モデルのアルゴリズムや妥当性 「6.6 補間パラメータ/ログの記録」

7 地質・地盤リスク情報
記録シート

地質・地盤リスク情報 「4.7 地質・地盤リスクの継承」

8 照査記録シート 照査結果 「4.8 照査のタイミング」

9 引継シート 引継情報 BIM/CIM活用ガイドライン(案)共通編※2

「3次元地質・地盤モデル継承シート」の記録項目※1

１．3次元地質・地盤モデル継承シートとは
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※1 3次元地質解析技術コンソーシアム. 2020. 「3次元地質解析技術マニュアル」
※2 国土交通省. 2020. BIM/CIM活用ガイドライン(案)共通編



１．3次元地質・地盤モデル継承シートとは

1.2 3次元地質・地盤モデル継承シートの記録フロー

3次元地質・地盤モデル継承シートを記録する流れを下図に示す。

4

※1 3次元地質解析技術コンソーシアム. 2020. 「3次元地質解析技術マニュアル」 を修正

「3次元地質・地盤モデル継承シート」の記録フロー※1



1.3 ソフトウェアの構成

・実行プログラム：GIMROKU.exe
・インストール先：Cドライブ 直下を推奨する

１．3次元地質・地盤モデル継承シートとは

5



1.4 属性情報定義ファイルについて

１．3次元地質・地盤モデル継承シートとは
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データ型 意味

String 文字型
・直接入力

Date 日付型
・直接入力（日付のみ 又は 日付 時間 の入力可）

int 整数型
・直接入力

float 浮動小数点数型(単精度)
・直接入力

double 浮動小数点数型(倍精度)
・直接入力

D_Link
データとのリンク型
・入力欄をダブルクリックでファイル選択(選択時のデフォルト拡張子：XMLファイル(*.xml))
・相対パス＋ファイル名
・確定時、ファイル存在チェック有り

R_Link
調査報告書等の資料とリンク型
・入力欄をダブルクリックでファイル選択(選択時のデフォルト拡張子：PDFファイル(*.pdf))
・相対パス＋ファイル名
・確定時、ファイル存在チェック有り

U_Link 基準書等の資料とリンク型
・URL形式であれば可

String
or 

D_Link

データの値かデータとのリンク型
・入力欄をダブルクリックでファイル選択(選択時のデフォルト拡張子：XMLファイル(*.xml))
・相対パス＋ファイル名
・入力欄に値を直接を入力も可。
・確定時、ファイル存在チェック無し

List1
リスト選択型
・直接入力不可
・選択リスト
非常に低い(Very Low) 低い(Low) 中程度(Medium) 高い(High) 非常に高い(Very High)

Check1

チェック型
・種類
☐ ・・・ 未選択 ☑ ・・・ 選択 － ・・・ 該当なし
・クリックにより下記の順に変動する
☐ → ☑ → － → ☐ → ☑

sss_no
モデリング記録シートとの同期型
・同期対象先モデリング記録シートのNo
・モデリング記録シートの場合、複数のシートがある為、どのシートかを指定

sss_item
モデリング記録シートとの同期型
・上記同期対象先モデリング記録シートの対象項目
・前提として、同期先のモデリング記録シートNoを指すsss_no項目の設定が必要

cci_item 管理情報シートとの同期型
(同期管理情報シートの対象項目)

・GIMROKU.exeは、起動時に同じディレクトリの「属性情報定義.xlsx」に設定さ
れている、入力情報の「選択・必須」の区分やデータ型を参照する
・「属性情報定義.xlsx」のデータ型とその意味を下表に示す
・入力情報の「選択・必須」の区分やデータ型の変更はGIMROKU.exeの再起動
後に有効となる



1.5 ソフトウェアの著作権

ソフトウェア「GIMROKU」は「３次元地質解析技術コンソーシアム」の著作物である。

1.6 ソフトウェアのライセンス

ソフトウェア「GIMROKU」のライセンスは下記のMIT Licenseに準拠する。

【MIT License 引用 https://licenses.opensource.jp/】
「以下に定める条件に従い、本ソフトウェアおよび関連文書のファイル（以下「ソフト
ウェア」）の複製を取得するすべての人に対し、ソフトウェアを無制限に扱うことを無償
で許可します。これには、ソフトウェアの複製を使用、複写、変更、結合、掲載、頒布、
サブライセンス、および/または販売する権利、およびソフトウェアを提供する相手に同じ
ことを許可する権利も無制限に含まれます。
上記の著作権表示および本許諾表示を、ソフトウェアのすべての複製または重要な
部分に記載するものとします。
ソフトウェアは「現状のまま」で、明示であるか暗黙であるかを問わず、何らの保証も
なく提供されます。ここでいう保証とは、商品性、特定の目的への適合性、および権
利非侵害についての保証も含みますが、それに限定されるものではありません。 作者
または著作権者は、契約行為、不法行為、またはそれ以外であろうと、ソフトウェアに
起因または関連し、あるいはソフトウェアの使用またはその他の扱いによって生じる一切
の請求、損害、その他の義務について何らの責任も負わないものとします。」

１．3次元地質・地盤モデル継承シートとは
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https://licenses.opensource.jp/


２．プログラム起動と終了

2.1 プログラムの起動

・GIMROKU.exeを起動する

2.2 プログラムの終了

・「終了」ボタンを押す
・右上の×ボタンを押す
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３．3次元地質・地盤モデル継承シートの作成

◆3次元地質・地盤モデル継承シートの作成手順

（１）「新規作成」ボタンを押す

（２）ファイル名を適当なものにして「開く」ボタンを押す※

（３）「1.管理情報」が記録できる状態になる

※後述の管理情報を記録するま
では3次元地質・地盤モデル継承
シートは作成されない

記録シートファイル名が
表示される

9



４．管理情報の記録

4.1 管理情報の記録手順

（１） 「1.管理情報」の「設定」ボタンを押す

（２）管理情報の設定値を入力する

対象事業を選択

事業段階を選択
共通ID(IFC GUID)は自動で付与
※変更不可

赤字は必須入力項目
※管理情報は全て入力する

10



４．管理情報の記録

入力例

（３）入力情報の確定
・ 「確定」ボタンを押す（未入力項目があると警告がでる）

「はい」ボタンを押す

未入力項目を
確認して入力する

11



４．管理情報の記録

（４）管理情報の記録完了（UI側）
・ 「1.管理情報」が記録されていると対象事業・事業段階が表示される

「はい」ボタンを押す 3次元地質・地盤モデル継承シー
トが作成される

（５）3次元地質・地盤モデル継承シートの保存
・「登録」ボタンを押す
・「登録」ボタンを押すまでは3次元地質・地盤モデル継承シートは保存されない
（プログラムを閉じようとすると警告がでる）
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４．管理情報の記録

◆3次元地質・地盤モデル継承シートのバックアップ
・「登録時、既存ファイルのバックアップを作成する」に✔を入れておくと、次回の「登
録」からバックアップファイルが作成される

日付で識別可能なバック
アップファイル

4.2 管理情報の記録例

◆管理情報の記録完了（ファイル側）
・3次元地質・地盤モデル継承シートに、項目の設定値が入力された管理情報シー
トが追加される

13



４．管理情報の記録

◆記録項目の解説
項目 入力内容

共通ID（IFC GUID） 自動付与（変更不可）

事業名 事業の名称を入力する

業務・工事名 当該業務・工事名を入力する

調査目的 当該目的の目的を入力する

調査者名 当該業務を請け負う法人の名称を入力する

調査担当者名 調査担当者（例えばプロジェクトリーダー）の名前を入力する

調査位置住所 調査位置の住所を入力する

工期開始期日 当該業務の開始日を西暦年/月/日にて入力する

工期終了期日 当該業務の終了日を西暦年/月/日にて入力する

測地系コード
日本測地系、世界測地系（JGD2000）、世界測地系（JGD2011）の区分コー
ドを記入する。日本測地系は「00」、世界測地系（JGD2000）は「01」、世界測地
系（JGD2011）は「02」を記入する。

基準座標系 世界測地系19座標 0～19
世界測地系19座標（例：9系 ⇒ 09 ）

標高基準 TP（BIM/CIMガイドラインの標準）

モデル作成・更新の目的 モデルを作成・更新する目的を入力する

14



５．属性情報の記録

5.1 属性情報の記録手順

（１） 「2.属性情報」を展開する

15



５．属性情報の記録

（２） 左欄の「3次元モデル」を選択し、右欄より作成対象を選択する

（３）各モデルの属性情報の記録
・ 作成対象の名称をクリックする

16



（４）属性情報を記録するモデルの登録
・ 属性情報を記録するモデルの数だけ列を追加する

５．属性情報の記録

17



（５）各モデルの属性情報の記録
・ 必要な項目の属性情報を入力し、「確定」ボタンを押す

５．属性情報の記録

「はい」ボタンを押す

18



「はい」ボタンを押す 3次元地質・地盤モデル
継承シートに属性情報が
保存される

（６）3次元地質・地盤モデル継承シートへの登録
・「登録」ボタンを押す
・「登録」ボタンが押されるまでは属性情報は3次元地質・地盤モデル継承シートに
保存されない （プログラムを閉じようとすると警告がでる）

５．属性情報の記録

19



５．属性情報の記録

・属性情報が入力されている対象は青字で表示される

5.2 属性情報の記録例

◆属性情報の記録完了（ファイル側）
・3次元地質・地盤モデル継承シートに、項目の設定値が入力された属性情報シー
トが追加される

20



６．品質情報の記録

6.1 品質情報の記録手順

（１） 「3.品質情報」を展開する

21



（２） 左欄の地質調査項目を選択し、右欄より品質を記録する対象を選択する

（３）各調査の品質情報の記録
・ 品質記録対象の名称をクリックする

６．品質情報の記録

22



（４）品質情報を記録する対象の登録
・品質情報を記録する対象の数だけ列を追加する

６．品質情報の記録

23



（５）品質情報入力
・各項目の品質情報を入力する

「はい」ボタンを押す

６．品質情報の記録

24



「はい」ボタンを押す 3次元地質・地盤モデル
継承シートに品質情報が
保存される

（６）3次元地質・地盤モデル継承シートへの登録
・「登録」ボタンを押す
・「登録」ボタンが押されるまでは品質情報は3次元地質・地盤モデル継承シートに
保存されない（プログラムを閉じようとすると警告がでる）

６．品質情報の記録

25



・品質情報が入力されている対象は青字で表示される

６．品質情報の記録

6.2 品質情報の記録例

◆品質情報の記録完了（ファイル側）
・3次元地質・地盤モデル継承シートに、項目の設定値が入力された品質情報シー
トが追加される

26



７．地質調査性能基準の記録

7.1 地質調査性能基準の記録手順

（１）「4.地質調査性能基準」を展開する

27



（２）記録する対象を選択する
・左欄より対象となる地質をチェックする
・各対象地質の名称を選択すると右欄に対応する調査基準項目が表示される
・該当する調査基準項目をチェックする

７．地質調査性能基準の記録

28



（３）対象地質の調査基準における性能基準ランクの記録
・調査基準項目の名称をクリックし、該当する性能基準ランクを選択する
・「確定」ボタンを押して入力内容を確定させる

７．地質調査性能基準の記録

29



７．地質調査性能基準の記録

※左図の例では、正常堆積物の入
力は済んでいるが、沖積層と人口
地質体は未入力であることを示し
ている

入力完了の状態

・入力されている対象地質と調査基準の項目は青字で表示される。未入力項目は
赤字で表示される

30



「はい」ボタンを押す 3次元地質・地盤モデル継
承シートに地質調査性能基
準が保存される

（４）3次元地質・地盤モデル継承シートへの登録
・「登録」ボタンを押す
・「登録」ボタンが押されるまでは地質調査性能基準は3次元地質・地盤モデル継承
シートに保存されない （プログラムを閉じようとすると警告がでる）

７．地質調査性能基準の記録

31



７．地質調査性能基準の記録

7.2 地質調査性能基準の記録例

◆地質調査性能基準の記録完了（ファイル側）
・3次元地質・地盤モデル継承シートに、項目の設定値が入力された地質調査性
能基準記録シートが追加される

32



８．準3次元図面チェック

8.1 準3次元図面チェックの記録

（１） 「5.準3次元図面チェック」を押す

33



（２）準3次元図面チェック対象の登録
・準3次元図面チェックを記録する対象の数だけ列を追加する

８．準3次元図面チェック

34



（３）準3次元図面チェックの記録
・準3次元図面の該当する項目について確認した後にチェックマークを付ける

☐ ・・・ 未選択 ☑ ・・・ 選択 － ・・・ 該当なし
・チェック欄はクリックにより順に変動する

☐ → ☑ → － → ☐ → ☑

８．準3次元図面チェック

・「確定」ボタンを押して入力内容を確定させる

35



「はい」ボタンを押す 3次元地質・地盤モデル継
承シートに準3次元図面
チェックの記録が保存される

（４）3次元地質・地盤モデル継承シートへの登録
・「登録」ボタンを押す
・「登録」ボタンが押されるまでは準3次元図面チェックの記録は3次元地質・地盤モ
デル継承シートに保存されない （プログラムを閉じようとすると警告がでる）

８．準3次元図面チェック

36



８．準3次元図面チェック

8.2 準3次元図面チェックの記録例

◆準3次元図面チェック記録の保存完了（ファイル側）
・3次元地質・地盤モデル継承シートに、項目の設定値が入力された準3次元図面
チェック記録シートがチェック対象毎に追加される

37



９．モデリング記録

9.1 モデリング記録の登録手順

（１） 「6.モデリング記録」を押す

38



（２）モデリング記録対象の登録
・補間アルゴリズムを用いて作成する3次元モデルの数だけ列を追加する

９．モデリング記録

モデルの数だけシートが追加される
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（３）モデリングの記録
・シートの①～⑰の項目を入力する

９．モデリング記録

No 解説

① モデル化の対象を記述する（例：地質境界面、N値分布物性モデル）

② モデルを作成する目的を記述する（例：地下水解析、プレゼンテーション）

③ モデルの名称を記述する（例：沖積層底面）

④ モデルの完成日、更新完了日を記述する

⑤ モデルを作成した期間を記述する

⑥ モデルを作成した個人名あるいは所属・企業・法人名等を記述する

⑦ モデルデータと照らし合わせて確認できる程度でモデルの概要を図示する

⑧ モデルに要求される計算精度を記述する（例：0.01m）

⑨ モデルを計算したアルゴリズムを記述する（例：Horizon2000、Krigging、NURBS）

⑩ モデル作成に使用したツールを記述する（複数可）

⑪ モデルを仕上げる為に、地質の切り合い等の処理を加えているかをチェックする

⑫ モデルの加工に使用したツールを記述する（複数可）

⑬ モデルの補間タイプを記述する（例：Tin法 grid法 曲線法）

⑭ モデルのデータサイズをファイルサイズかポリゴン数で記述する（任意）

⑮ モデルのデータファイル名かモデルが含まれるファイル名を記述する

⑯ レイヤ単位でモデルが整理されている場合に該当するレイヤ名を記述する

⑰ 精度記録が求められる場合に、入力データのZ座標とモデル上に投影したZ座標の差分を示す
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９．モデリング記録

・「確定」ボタンを押して入力内容を確定させる
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「はい」ボタンを押す 3次元地質・地盤モデル継
承シートに準3次元図面
チェックの記録が保存される

（４）3次元地質・地盤モデル継承シートへの登録
・「登録」ボタンを押す
・「登録」ボタンが押されるまではモデリング記録は3次元地質・地盤モデル継承シー
トに保存されない （プログラムを閉じようとすると警告がでる）

９．モデリング記録
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９．モデリング記録

9.2 モデリング記録の例

◆モデリング記録の保存完了（ファイル側）
・3次元地質・地盤モデル継承シートに、項目の設定値が入力されたモデリング記録
シートがチェック対象毎に追加される

43



１０．地質・地盤リスク情報

10.1 地質・地盤リスク情報の登録

（１） 「7.地質・地盤リスク情報」を押す
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（２）リスク項目の登録
・地質・地盤リスク項目の数だけ列を追加する

リスク項目列が追加される

１０．地質・地盤リスク情報
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（３）モデリングの記録
・シートの下記の項目を入力する

１０．地質・地盤リスク情報

項目 データ型 解説

オブジェクトID String

リスク評価者 String

最終更新日 Date

更新履歴 String

リスクの項目 String

リスクの位置や範囲 R_Link 報告書ファイルへの相対パス

リスクの内容 R_Link 報告書ファイルへの相対パス

結果の大きさとその根拠 R_Link 報告書ファイルへの相対パス

起こりやすさとその根拠 R_Link 報告書ファイルへの相対パス

評価の結果 R_Link 報告書ファイルへの相対パス

リスク対応結果 R_Link 報告書ファイルへの相対パス

残存リスクへの対応 R_Link 報告書ファイルへの相対パス

他の特記事項 R_Link 報告書ファイルへの相対パス

地質・地盤リスクランク D_Link データファイルへの相対パス

影響度 D_Link データファイルへの相対パス

発生確率 D_Link データファイルへの相対パス

地質・地盤リスク管理表 D_Link データファイルへの相対パス

地質・地盤リスク処置表 D_Link データファイルへの相対パス

・「確定」ボタンを押して入力内容を確定させる
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「はい」ボタンを押す 3次元地質・地盤モデル継
承シートに地質・地盤リスク
情報の記録が保存される

（４）3次元地質・地盤モデル継承シートへの登録
・「登録」ボタンを押す
・「登録」ボタンが押されるまでは地質・地盤リスク情報は3次元地質・地盤モデル継
承シートに保存されない（プログラムを閉じようとすると警告がでる）

１０．地質・地盤リスク情報
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１１．照査記録

11.1 照査記録の登録手順

（１） 「8.照査記録」を押す
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（２）照査記録の登録
必要な照査項目の照査実施列にチェックマークを付ける

－ ・・・ 未選択（デフォルト） ☐ ・・・ チェック対象 ☑ ・・・ チェック済

チェック欄はクリックにより順に変動する
－ → ☐ → ☑ → －

１１．照査記録
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（３）照査の記録
・照査実施列にチェックを入れた照査対象の項目を入力する

・「確定」ボタンを押して入力内容を確定させる

１１．照査記録
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「はい」ボタンを押す 3次元地質・地盤モデル継
承シートに照査記録が保存
される

（４）3次元地質・地盤モデル継承シートへの登録
・「登録」ボタンを押す
・「登録」ボタンが押されるまでは照査記録は3次元地質・地盤モデル継承シートに
保存されない（プログラムを閉じようとすると警告がでる）

１１．照査記録
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１２．引継シート

12.1 引継シートの登録

（１） 「9.引継シート」を押す
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（２）引継シートの登録
・各項目を入力する

１２．引継シート

・「確定」ボタンを押して入力内容を確定させる
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「はい」ボタンを押す 3次元地質・地盤モデル継
承シートに引継シートが保存
される

（３）3次元地質・地盤モデル継承シートへの登録
・「登録」ボタンを押す
・「登録」ボタンが押されるまでは引継シートは3次元地質・地盤モデル継承シートに
保存されない（プログラムを閉じようとすると警告がでる）

１２．引継シート
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